
  平成 28 年 6 月 
 

梅雨空のもと、紫陽花や花菖蒲がよりいっそう輝いて見えます。 

雨の日は外に出たくないという方も多いかもしれませんが、普段と違った情景を楽しめる

というのも魅力です。特にお寺などは雨によって色味に深みが増すので、より違いを楽し

めるかと思います。ちょうど今月中旬まで開放している菖蒲園は、廊下から椅子に座っ

てゆっくりと観賞できるので雨天でもおすすめです。遊行寺へのご参詣をお待ちしており

ます。 

 

 

  

 今月の催事予定   
・骨董市 【5，19 日】 

毎月第 1日曜日…蚤
のみ

の市 

毎月第 3日曜日…ボロ市 

＊午前７時より午後４時まで(雨天中止) 
 

・野菜市 【1，8，15，22，29 日】 

 毎週水曜日 午前中・雨天中止 

 今月の行事予定 
  

・犬猫
けんびょう

慰霊
い れ い

法要【19 日（日）】 

午後 1時  受付 

午後 1時半 法話 

午後 2時  慰霊法要 

場 所…本堂及び慰霊塔前 

回向料…5,000円（塔婆料・御供物を含む） 
  

・月例
げつれい

法話会
ほうわかい

【23 日（木）午後 2 時】 

信徒会館にて行います。ぜひ、ご参加ください。 

今月のお話は 

「六時礼讃と二祖上人の調声」 です。 

講師：時宗布教伝道研究所 

茨城県 教住寺 鈴木正司
し ょ う じ

 師 
 

・大施餓鬼
だ い せ が き

法要【27 日（月）】 

以前よりご案内の通り本年より 6月 27日に 

変更になりました。 

午前 10時  檀信徒総会 

    午前 10時半 法話 

    午前 11時  大施餓鬼法要 

＜開園期間＞ 

6月 17日（金）まで 

＊開花状況により変更する場合があります 

ホームページでも 

配信しています 

＊ 遊行寺宝物館 

ふじさわ宿交流館開館記念特別展 

『藤沢宿と遊行寺』 

〔4月 29日（金祝）～7月 18日（月祝）〕 

・開館日：毎週月・土・日曜日・祝日 

・入館料：500円（小・中学生 300円） 



 

“いただきます” 

 

 

 

 

今月は犬猫慰霊法要を営みます。「犬猫」とはありますが、犬や猫

以外にも様々な動物のご供養をいたします。 
 

近年ペットの数は増え続け、犬と猫だけでも約２０００万匹が飼わ

れているそうです。現在、１５歳未満の子供の数が約１６００万人とい

う統計もありますので、いかに多くの家庭でペットが飼われているかが

わかります。 
 

さて、多くの動物の命は人間に比べると非常に短いものです。命の

長さは平等ではありませんが、命の尊さは平等であると仏教では説か

れます。普段私たちが何気なく食事の中で食べている動物や魚、野

菜、果物も当然この尊い命です。 
 

では、「いただきます」という食事前の言葉にはどのような意味がある

のでしょうか。もちろん食事を作った人、食材を育てた人などその食事

に関わった人すべてに感謝するという意味もあるかと思います。ただ、

もっと大切な意味は「これから尊い生命をいただきます」という感謝の

念です。 
 

私たちは“命は大切にしましょう”と幼い頃より教わってきました。ただ、

人間は自らの生命を維持するために他の生命を奪わざるをえない存

在でもあります。これを仕方ないで済ませることは人間の身勝手だと言

えましょう。他の命が自分の命を支えてくれている、その命をどのように

まっとうすべきか。私たちはこのことを忘れることなく、しっかりと考えなけ

ればならないと思います。 
 

 自分は他の無数の生命によって生かされているということに気が付

けば自然と、「いただきます」と言う時の心持ちが変わってくるのではな

いでしょうか。 

                合掌 

今月のおことば 

～一遍上人のおこころ～ 

命を支える食事は施されたままい

ただきます。いつ死を迎えてもよ

い身ですから、健康に良い悪い

などの理由で好き嫌いすることは

嘆かわしいことです。 

時宗総本山 

遊行寺 
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フェイスブックでも遊行寺の様子や

情報を配信しています。 

最新記事をお読みいただけますので、

ぜひ“いいね！”してください♪ 
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